




















































































































③－5　要望に沿った快適性の追求 利用者の実態の把握 アンケ トーや聞き取りの実施
③－6　利用者目線の管理 利用阻害要因の削減 呼び出し等の改善工夫
③－7　学生及び教職員の活用 運営に協力する学生及び教職員の参加増 協力者への呼びかけ


















⑩－2　ミニコンサ トー 音楽専攻や協力者による試行実施 金曜日夕方コンサ トー
⑩－3　月毎の展覧会 得られた協力者で試行実施 内容は多様なものを試行的に実施
45 ◆
いうことを問わなければ本来の大学や図書館から大きく逸脱してしまい、結局は
組織の弱体化や分解の方向に向かうことになる。そのような事態に陥らないため
には全体を鳥瞰できるマクロ的な視野が必要である。そういう視野を持つために
は時間軸や空間軸等々の現状を客観視できる力や物事の本質を捉える力が必要と
なる。それが教養教育で培われる力である。そうした力を獲得するための装置の
一つが図書館でもある訳である。
　以前から紀州徳川家十五代頼倫、十六代頼貞が関わった南葵文庫と日本図書館協
会、更にはユネスコの関係について着目している。二人とも大正期から昭和にかけ
て日本の図書館活動に大きな足跡を残した。外遊経験のある頼倫や頼貞の目には欧
米で自然な形で普及している図書館が見えていたようである。町に欠かせない重要
な施設が欧米にはあるが、日本には無いことに気が付いたようである。それが一世
紀前であった。日本で一世紀後の今も図書館は未だ町に欠かせない施設に成りえて
いない。図書館の役割の全体像を確認する機会がなかったことが、一部分の機能の
みを具えた図書館でよしとしてしまったのだろう。その結果熟練した司書のいない
図書館が蔓延してしまった。司書がいなくても、図書館の専門的職務が見えなくて
も、それが図書館の当たり前の姿と思われるようになってしまった。本来正規司書
の雇用はいかなる自治体でも当然なされるべきことであるのに。こういう状態であ
るから、自治体の内部に本物の図書館サービスを企画し、展開する人材を期待する
のは無理な要求かもしれない。人がいないので図書館の本来の役割を果たすことが
できない。本来の役割を果たすことができない施設は荒廃する。人材不在の負の連
鎖である。となると人材養成の問題が大きくなる。
表2
◆ 46
　今、ごく一部のチカラで日本全体の図書館を動かすことができる工場的図書館
の拡大を許してしまっている。が、効率上工場化が出来ない小さな町村のボトム
アップ型図書館が、図書館を救う最後の砦かもしれない。
　図書館について述べてきたが、大学も図書館と全く同様の動きが最近目立つ。
人間軽視という状況である。今こそ人間になる教育活動が求められる。
